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コンセプト

人間は、自然系・人工系を問わず個

を取り巻く様々な環境（システム）と

の相互作用によって社会的な営み

を行っています。「人間中心」とは、

個の我欲に囚われず、環境と調和

したシステム作りを目指す意味で用

いています。そのため本研究では、

自然系環境問題だけにとどまらず

社会・制度、ネットワーク、サービス等

の人工系環境問題も対象に、個を

取り巻く幅広い視点から広義の環

境問題を考えています。特別研究

では、（１）ビジネスコース、（２）情報

政策コース、（３）サイエンスコース

の3コースを用意し、学生の技能や

興味の対象等とすり合わせながら

個人のテーマを設定しています。こ

こでは、ネットワーク社会と個人情報

という環境問題に着目したユビキタ

スシステムの研究例を紹介します。

人間中心システムの研究
担当 ： 情報システム学科 教授　石井 克典

概 要

この特別研究では，人間中心システム（Human-centered System）

の研究を行っています。人間を取り巻く生物，地球，宇宙などから

なる自然系システムや、モノ、情報、社会・制度などからなる人工系

システムを、個としての人間の視点（Personal View）から捉え、

人間の身体、認知、心理等の特性に適合するような人間中心の

システム実現を目指しています。社会のさまざまな問題を科学的

に分析するとともに、実践的解決策を研究しています。

Human-centered System

石井研究室　その他の研究テーマ

一般の方 も々“ユビキタス”という言葉を耳にすることが増え

たのではないでしょうか？ユビキタスとは、ラテン語で遍在する

といった意味です。コンピュータをどこでもいつでも便利に使

えるような社会は“ユビキタス社会”と呼ばれています。これに

より、私たちは様々な恩恵を受けることができます。例えば、一

般家庭では衣料品を洗濯する際、各衣料品に縫いつけられ

ている品質表示を見てドライクリーニング、脱水の弱めなどの

情報を参考に洗濯をしていると思います。ユビキタス社会が

進めば、衣料品に小型ICチップがあらかじめ埋め込まれ、衣

料品についての情報が記憶されていることが考えられます。

それを洗濯機が自動的に読み取り、その衣料品に対する最

適な洗濯コースを選んでくれるようになるかもしれないのです。

しかし、このような便利さの反面、ユビキタス社会の実現には

まだ多くの課題があります。第一に、情報の効率的な探索問

題です。現在のインターネットでも必要な情報を得るためには

検索サイトで検索し、その検索結果の候補から自分が必要と

する情報をさらに選ばなければなりません。ユビキタス社会に

なると情報量が膨大になるため、正確で迅速な検索が益々難

しくなると考えられます。次に、情報管理の問題です。個人情

報保護法の施行からも分かるように、情報の保護に対するニ

ーズは高まっています。ユビキタス社会では莫大な情報が流

通すると考えられるため，それをどのように安全に管理してい

くのかが重要な問題であると考えています。情報を高速に探

索する手段として様々な研究が行われています。特に分散コ

ンピューティングの世界では DHT*と呼ばれる技術が注目さ

れています。一方、個人情報等の重要な情報を守る手段とし

て暗号技術があります。真のユビキタスを実現するには，これ

らを同時に満足する新たな流通基盤が必要です。そこで、こ

れらの技術を組み合わせ統合するような新たなデータ構造の

研究を行っています。

Ishii Laboratory And Other Research Themes

※DHT （Distributed Hash Table：分散ハッシュテーブル）：コンテンツ所在情報などの情報を完全に
　分散管理するためのデータ構造である。大規模ネットワーク上に分散配置されたコンテンツを高
　速かつ効率的に検索することができる。

情報システム学科4年　大阪 知克
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自然系・人工系を問わず個を取り巻く
環境（システム）との相互作用。
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■ 食品を対象としたオープン系トレーサビリティシステムに関する研究   伊藤 佳子（04年卒業生）

■  ユビキタスネットワークにおけるホームデータベースの研究          堀井　 歩（04年卒業生）

■ POSデータ多変量解析を用いたマーケティング分析手法の研究       山名 礼華（04年卒業生）

■ トレーサビリティを活用した鳥取の活性化に関する研究                   中川 　元（3年）

■ 鳥取県における快適生活情報流通サービスに関する研究                  長谷  拓也（4年）

■ 個人を中心としたコミュニケーション健康管理システムの基本構想 　稲森  美春（04年卒業生）

■ E-Learningシステムの効果的利用と分類法に関する研究　　　　　　　南條千佳子（04年卒業生）

■ 2015年に向けての持続可能な介護システムの研究　　　　　　　　　網本  慎也（3年）

■ 鳥取市のIT装備化構想に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　雨川  隼人（3年）

■ 患者を主体にした電子カルテシステム構築に関する研究　　　　　　佐々江崇志（3年）

■ ペットを対象としたライフセーブシステム構築に関する研究　　　　奥平  早苗（4年）

■ 高セキュア福祉情報流通システムに関する研究　　　　　　　　　　蔵木  博之（4年）

■ リサイクルシステムの高効率化に関する研究　　　　　　　　　　　熊本　　悟（4年）

■  Javaを用いた錯視応用に関する研究   　　　　　　　　　　　　  梶永 　慧（3年）

■  人体内通信を用いたウェアラブル・コンピューティングの研究   　金崎　潤一（3年）

サイエンスコース 情報政策コース

ビジネスコース

ネットワークの高度利用
Advanced Application of Computer Network

近年、DVTS（Digital Video Transport System）という高品

質動画像を送受信するソフトが注目され、遠隔講義、テレビ会議

などでも利用されています。その際に学校同士、企業同士が中

継することから学校や企業のファイアウォールを安全に通過させ

るためにVPN（Virtual Private Network）を構築することは欠

かせません。しかし、VPNといっても構築方法は多数あります。

今回はSoftEtherというEthernetによる通信をソフトウェア的に

エミュレートするソフトを用いてVPN環境を構築し、DVTS利用

時にどのような影響を与えるかを実験しています。
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■JGNギガビットネットワークシンポジウムin北海道（平成14年10月9日・10日）

■e-Drive 2002（平成14年10月25日）

■鳥取情報ハイウェイ開通式典におけるデモ（平成15年3月24日）

■鳥取環境大学情報システム学科公開講座（平成15年12月3日・10日）

■JGNギガビットネットワークシンポジウムの受信（平成16年1月26日・27日）

■鳥取環境大学から鳥取短期大学への遠隔授業（平成16年4月30日・7月2日）

■日本学術会議中国四国地区公開学術講演会（平成16年6月5日）

■環境教育シンポジウム（エコアジア2004）（平成16年6月18日）

■JGNギガビットネットワークシンポジウムの受信（平成17年1月17日・18日）

■鳥取大学道上学長の遠隔講義受信（平成17年1月21日）

■IPv6サミットin 広島（平成17年5月19日・20日）

■兵庫ニューメディア推進協議会特別セミナー（平成17年9月14日）

■スペインからの金環日食中継受信（平成17年10月3日）

■まなびピア遠隔公開講座（平成17年10月10日）

▲情報システム学科遠隔公開講座
 （米子会場、平成15年12月）

▲環大より鳥取短大への遠隔講座 
（鳥取環境大学、平成16年）

今井研究室では、高速なネットワークを使うとどのようなことが

できるかということとネットワーク上で公開される情報を効率よ

く整理するために情報の情報であるメタデータについての研

究などを特別研究のテーマとして行っています。

日本全国をカバーする研究用ネットワークとしてJGN（Japan 

Gigabit Network）やその後継としてのJGN2が運営され、

次世代の高速ネットワークを研究に使用する環境が整ってき

ています。鳥取環境大学は100Mbpsの通信速度でJGN2に

接続されています。JGN2のバックボーンには最高20Gbpsの

通信速度のネットワークが使用されています。バックボーンと

は背骨のように日本の北から南までの主要都市を接続してい

るネットワークのことです。JGN2は日本の主要都市をカバーし

ているのですが、鳥取県にも全県域をカバーする高速な情報

ネットワークが整備され、2003年から供用が開始されました。

このネットワークは鳥取情報ハイウェイと名付けられ、1Gbps

の通信速度で県内の各拠点を接続しています。JGN2や鳥

取情報ハイウェイにより、日本各地の大学や研究機関，鳥取県

内の高校などと高速にデータのやり取りができます。これらの

ネットワークをどのように使いこなすか、使いこなすための方策

などを考えることが特別研究のテーマとなります。

最近、ディジタル家電として映像機器が販売されています。これ

らの映像機器は、映像信号を外部にディジタル信号のまま出力

することができるものが多くあります。その代表的なものはディジ

タルビデオカメラ（いわゆるDVカメラ）です。DVカメラにはiLink

端子があり、この端子にはディジタル映像信号が出力されてい

ます。それをコンピュータに取り出し、ネットワークを介して遠方

にある別のコンピュータで再生すれば、映像を送ることができます。

原理的には、ネットワークがちゃんとつながっていれば日本とアメ

リカやヨーロッパとの間でも映像のやり取りをすることができます。

これまではDVカメラで映像をやり取りしてきたのですが、今年に

入って安価なハイビジョンカメラ（HDカメラ）が発売されました。

このカメラにもDVカメラと同じようにiLink端子があり、ハイビジョ

ン映像がディジタル信号として出力されています。ですので、こ

の信号をコンピュータとネットワークを介して遠方に送ることもで

きます。このように遠方と映像のやり取りができるようになると、講

演会や講座，授業などをわざわざ遠方の教室まで出向くことなく

受講できるようになります。鳥取県は東西に長い県ですので，鳥

取と米子の間の移動時間は馬鹿になりません。離れたところで

も受講できれば時間を有効に活用できます。そこで、当研究室

の特別研究では遠隔地間で映像のやり取りを行うことで遠隔

授業を実現することを行っています。これまでにDVカメラを使

用して実施した映像中継のうち、主なものをあげます。

HDカメラを用いた中継は2005年に初めて行いました。
HDカメラで撮影した映像の中継は次の4回です。

HDカメラで撮影した映像は同じ範囲をDVカメラ6台で撮影したことと同じほどの

細かさになっています。そのため、DVカメラで中継したときにはかすんで見えにく

かった黒板の字などがはっきりと見えました。これからHDカメラを使った中継を行う

機会が増えることと思います。この他にもメタデータを用いた考古学写真データ

ベース構築もあったのですが、紙面の都合上割愛します。最後になりましたが当研

究室で行っているようなことは研究室だけでできるものではありません。授業講座の

機会を与えてくださる大学、学科、そしてそれを聞いてくださる聴衆の方がおられて

初めてできることです。表面的には見えなくとも、陰では多くの学生さんや事務局の

方のご協力をいただいています。この場をお借りしてお礼申し上げます。
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研究例

担当 ： 情報システム学科 教授　今井 正和

情報システム学科4年　山本 浩樹

DVカメラを使用した生中継の主な例
研究例


